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St．6に顕著に偏った分布を示しているが，環境に関して，この両地点に共通し，しかも他の地
点と異なるような事項が現在のところ見いだせない。また，この種が採れているのが1年目だ
けであり，また本種の生態についての情報も乏しいので，この両地点だけに多く採れた理由は
不明である。
3．種ごとの季節的消長
　以上に記した本調査地での採集結果をもとに，各種ごとの発生消長を検討してみたい。ただ
し，この発生消長の検討は，ピットフォール法で採集された個体数の消長であって，それが，
それぞれの種の実際の発生消長をどの程度反映しているかは明らかでない。従って，少なくと
も地表性ないし土壌性昆虫としての出現消長に限って論ずるとしても，たとえばザルふるい法
やツルグレン法などによる消長との比較といった，採集法そのものの吟味が今後の課題となる。
　また，林（1985）はヤマトマルクビハネカクシ7b6吻％s　j幼oη‘αるSharpには，季節によっ
て肉食性がたかまる時期と，そうでない時期とがあるという。そして，その理由として，この
種では肉餌トラップによく入る時期と，実際には成虫が落葉層に多く生息しているのに，肉餌
トラップにあまり入らない時期があることをあげている。このように生息個体数とトラップに
入る個体数が，時期によって一様な相関を示さない例もある。また，今回得られたすべての種
が，その成虫時期の全期間を地表や落葉層，土壌を主な活動域として生活しているという保証
もない。従って，それぞれの種そのものの真の発生消長を知るには，種ごとの生態についての
詳しい情報を踏まえる必要がある。しかし，ハネカクシ類については，そういった基礎的情報
がきわめて乏しい現状なので，今回はピットフォール・トラップによる消長に限定せざるを得
ない。
　そこで，まず3年間の採集個体総計が18個体以上の種について，その年間発生消長を図2に
示した．また3年間採集個体数が18個体より少ない種については，その採集状況を表4に示し
た。
　これらの図や表から，今回記録した24種の年間の成虫発生消長の型を次のように分けること
ができる。
　A．比較的短期間集中的に発生し，年1回発生と考えられるもの
　　A1．夏後半～秋に出現し，成虫以外のステージで越冬
　　　　　　　　　　　　PZ⑳4抱α偲沈o夕ηα伽
　　　　　　　　　　　　α万〃s〃2θ4‘泌
　　A2．春～夏前半に出現し，越冬ステージ不明
　　　　　　　　　　　　Oso批s微9〃s∫〃泌
　　　　　　　　　　　　Do〃2εκθC抱S∫‘COγηる
　　　　　　　　　　　　Hゆ6％sτゴγo
　　A3．秋～初冬と春の2回に出現し，成虫越冬
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　　Table　4．　The　number　of　staphilinids　collected　in　a　half　month　EEarlier　halfLLatter　half
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　　　　　　　　　　　　αρρ〃μ勿αγzoz〃i
　　　　　　　　　　　　βoγαφ万1μsj妙o痂6μs
　　　　　　　　　　　　Si1俗α砺η㎎沈osα
　　　　　　　　　　　　∠4仇θ勿80γ∂扱
　B．年間長期間にわたり発生し年複数回発生と考えられるもの
　　B1．厳寒期以外，ほぼ年中出現し，成虫越冬
　　　　　　　　　　　　仇伽oオ0ρ〃sγor耽漉αφs
　　B2．春～秋の間に比較的長期間出現し，越冬ステージ不明
　　　　　　　　　　　　・44goκ9抱η4i60〃‘s
　C．採集個体数が少なく，発生時期を検討しがたいもの。
　　　　　　　　　　　　上記以外の13種
　A1型に属するものとして代表的なものはクロガネハネカクシ刊⑳47αo〃∫㌘oγκαr〃sであ
る。この成虫発生は7月後半から9月後半にかけての比較的狭く限定された時期で，しかも8
月後半に明瞭な発生ピークをもっている。このような発生消長から見ると，本種は年1回発生
で，越冬態は成虫以外のステージであると考えられる。なお，著者の一人，徳本（未発表）は
本種を石川県内各地から，ピットフォール・トラップによる年間を通じた採集で多数の成虫を
得ているが，その採集日は，すべて，金沢城趾での本種の成虫出現時期と合致している。
　ウスアカバホソハネカクシ0砺μs〃2ε∂撚は採集個体数が多くなく，明瞭なピークも認めら
れないが，3年間ともにほぼ9・10月に限って採集されており，これも年1回発生，越冬態は
成虫以外と考えられる。
　A2型にはオオマルズハネカクシDo勿εκθ銘αss‘co夕ηるとツマグロアカバハネカクシ仇一
功θ夕酪痂oがあげられる．オオマルズハネカクシは4～7月の間に出現しているが，越冬成虫
が春に出現してくるのか，春に新成虫が羽化するのかは明らかではない。
　ツマグロアカバハネカクシ漉功θγ酪批oは6月から8月にかけて出現しており，伊藤
（1971）の「本種は低山地の落葉下で，春季から夏季にかけて普通に見られる」という記述に合
致する。この種は本報のデータだけからはA1型に入るように思える。しかし伊藤は，「成虫越
冬したとみられる個体を多数　4月末に土中から採集した」とも記しているので，この種も前
種と同様，越冬ステージを今後，確認する必要がある。
　A3型に属するのは，ムネボソヨツメハネカクシBoγα鋤‘1μsj妙o励εz杉s，ヒゲブトチビハネ
カクシS批sα似ηg沈osα，ツヤケシキバネチビハネカクシ、4沈εzαsoγ∂鋤で，秋の後半から初
冬にかけてと春とに2回の明瞭な出現期をもち，暖かい冬では真冬の1月にも少数の出現が見
られることがある。アロウヨツメハネカクシ010ρ加〃彿αγγoz〃iは，これまでも4～5月での
採集記録があった（林，1982）。そして今回，金沢城趾で，春だけでなく秋にも採集された。こ
れらの事実を総合すると，採集個体数は少ないが，本種もこのA3型に入ると考えられる。こ
の型は秋の後半に羽化した個体が，そのまま成虫越冬し，翌春活動を再開する。そして産卵し，
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死亡すると考えられるもので，夏季・秋季前半には成虫がまったく出現しない。すなわち，冬
季の非活動期が間にはさまるため，見かけ上，年2回の出現期が形成されるが，本来は年1回
発生と考えられる。
　なお，これらのうち，ヒゲブトチビハネカクシS批詔Zαηg沈osαとツヤケシキバネハネカク
シ、4沈θ‘αso励∂αは，前記したように1年度だけの記録なので，これだけでは，これをこの種
の出現消長の型と見倣せるか，どうかとの疑問が残る。ところが，そのうちのヒゲブトハネカ
クシ・4r加故soγ∂iばαについては林（1990）が兵庫県篠山町の標高265mの栗林で行なった鶏肉
トラップによる13か月連続調査での記録がある。それによると，この種は11月上旬から5月中
旬にかけてという冬を含む期間に，ほぼ連続して採捕されているが，5月下旬から10月下旬に
かけての期間は採捕数がゼロとなっている。このことと，今回の金沢城趾でのこの種の採捕記
録とを照合すると，この種の成虫発生消長がこの型に入ることは確かとみてよいであろう。
　ついでB1型に属するものにオオメチビツヤムネハネカクシ1弛’εγo’oφ俗γo伽η∂綾φsがあ
げられる。採集個体数はあまり多くないが，3年間の出現状況を総合的にみると，真冬を除い
て，ほぼ年中，出現している。明瞭な発生ピークを認めがたいが，年複数回の発生をしている
ものと考えられる。初冬や1月にも採集されているので，明らかに成虫越冬である。
　このB1型に入るものとして既知の種には，黒佐（1958）の調べたアオバアリガタハネカク
シ」％θ4ε輪吻s6φεs（Curutis）がある．黒佐はこの種の東京付近における生活史を詳細に報告
しているが，この種は越冬後，交尾し，産卵は4月下旬から8月上旬にまで及ぶという。そし
て，このような長い産卵期間をもつため，この種では年1世代のものと，2または3世代をく
りかえすものとを生じ，それが混じるために成虫は1年中見出だされる。しかし，成虫以外で
の越冬はできないため，幼虫は5～10月の間にのみ見出だされるという。このような生活史は，
今後，このB1型のハネカクシの生活史の解明におおいに参考になるものと思われる。
　B2型に属するのはムネビロハネカクシ、41goηgηη耽011‘sで，採集総個体数では第二位で
あるが，5月から9月にかけて，絶えず出現しており，はっきりした出現ピークは認めがたい。
林（1984）は，石川県内各地から多数の本種を採集しているが，その採集記録はすべて5～7
月の間で，本報において扱った金沢城趾での本種成虫の出現期間の中に含まれている。10月以
降，翌春5月までの非出現期があることから，成虫以外のステージで越冬している可能性もあ
る。しかし，前記のA2型のツマグロアカバハネカクシのように，6月から活動が認められた
のに，4月に越冬個体かと考えられる成虫が採集された例もあり，越冬ステージについては，
今後，確認の必要がある。
　以上に記した種以外は，採集個体数がたいそう少なく，成虫の消長や越冬ステージについて
考察することは困難で，本報の中ではすべてCのグループに入る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　謝　　　　辞
多くの種の同定をしていただいた高羽正治氏，一部の種を同定していただき，また粗稿を閲
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読して多くの教示をいただいた林靖彦氏に厚く感謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
（1）金沢市街地中央に位置する金沢城趾本丸跡内の6定点で，ピットフォール・トラップによ
　る毎月2回の定期採集を3年間実施し，7亜科24種315個体のハネカクシ科昆虫を得た。
（2）採集個体数ではクロガネハネカクシPZ⑳4α抱〃z泌iηoγ砿〃sが際立って多く（37．0％），
　ついでムネビロハネカクシ、44goηg抱η∂ゴ60〃‘s（10．5％），ムネボソヨツメハネカクシBoγεα’
　ヵ吻％吻oηiαる（9．5％）であった．また3年間での採集個体数が5以下のものが12種あっ
　た。
（3）3年間を通じて毎年採集された種は9種に過ぎず，1年間だけ採集された種が採集全種数
　の半数を越える13種を占めた。
（4）クロガネハネカクシPZ幼∂ηαる沈oγη鋤sの成虫出現期は7月後半から9月後半で，8
　月後半に明瞭なピークをもつ年1回発生，非成虫態越冬と考えられる。
（5）ウスアカバハネカクシOZ万μs〃zε4ゴμsの成虫出現期は9・10月で，年1回発生，非成虫態
　越冬と考えられる。
（6）ムネボソヨツメハネカクシBoγαφ万1μs∫4ρo勿oμs，ヒゲブトチビハネカクシS批sα似η’
　g吻osα，ツヤケシキバネチビハネカクシ、4仇εZα∫oγ4ゴ㎝，アロウヨツメハネカクシ010φ〃％勿
　αγγo励は秋の後半に羽化して成虫越冬し，翌春産卵して死亡する年1回発生型と考えられ
　る。
（7）ムネビロハネカクシ、44goκgηη∂似011‘s，オオメチビツヤハネカクシ肋花γo’砂μsγo伽η’
　耽幼sは年複数回発生と考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献
秋山弘之・柏谷博之・北川尚史・木下栄一郎・清水建美．1993．金沢大学丸の内キャンパス（金沢城跡）の植物．
　　　金沢大学教育開放センター紀要．13：71－105．
林靖彦．1982．石川県産ハネカクシ類について一1．とっくりばち（石川むしの会会誌）．47：2－8．
　　　．1984，同上一2．とっくりばち．49：2－10．
　　　．1985．雨石山麓において鶏肉トラップに誘致された甲虫類について（2）．
　　　ねじればね（日本甲虫学会連絡誌）．53：1－7．
　　　．1990．同上（4）．ねじればね．62：1－9．
伊藤建夫．1971．若干のハネカクシ科甲虫の採集観察メモ．びいとるず（大阪甲虫同好会誌）．2（1）：23．
黒佐和義1958．アオバアリガタハネカクシの生活史に関する研究（有毒甲虫の研究，III）．衛生動物．9（4）：
　　　245－276．
大串龍一．1993．金沢城趾の動物相概要．金沢大学教育開放センター紀要．13：107－118
徳本　洋．1991．林床に設置したピットフォールトラップに入ったクモ．Atypus　97：7－12．
